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例題例題例題例題11.4　図1(A)のような構造を構成する縦部材の座屈荷重を決める式を求めなさい．ただし，縦

部材の曲げ剛性を ，横部材の曲げ剛性を とする．EI
z
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解解解解　最も簡単な座屈時の形状は図1(B)のように考えられる．

　まず，縦部材ABについて考える．縦部材は図2のような外力(赤)と内力(青)の関
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1図2の点Bにはたらくモーメント とこの図の点Bにはたらくモーメント の向きが逆になっていることにM
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が得られ，これらを代入するとたわみ曲線の式は次式のようになる．
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　横部材BCの曲げモーメントを で表すと，図31を参照してM
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となり，p.143にあげた三角関数の公式を用いると
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となる．式(C)が満足されるように が計算されると， から縦部材の座屈荷重を求めることがλ P'λ2EI
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別解別解別解別解　ここでは部材ABとADの関係を用いる．まず，縦部材ABのたわみ曲線の式は としてλ2'P/(EI
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　横部材ADの曲げモーメントを で表すと，図4を参照してM
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となる．この式は式(C)と同じ式である．■


